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・慶長型地震を参考とした最大津波 4.6ｍを予想している。津波到達時間は 1時間を見ている。 

・基本計画を修正設計している。当初の建設計画よりもかさ上げした建物を検討している。 

・庁舎レイアウトも修正設計になる。 

・庁舎は耐震対策を行う。液状化する可能性あれば地盤改良策を取っていく。 

・磯子区と協定を締結している。現在も自治体との協議を行っているが、今後も行っていく。 

・現在の東神奈川の留置線よりも、車両留置と滞泊能力が高い方をとして選定した。 

■車両と乗務員が集中していた方がよいとの指摘があって、課題クリア出来ると判断 

■必要な教育である、線区、車両、内規の教育を行うことが出来ると判断 

■具体的な異動人数は、支社、区所にて決めていく。 

●「施策実施に関する確認メモ」の１項を遵守し、異動時期を見直すべきである！ 

● 2線区を乗務する区で、乗務できるまでの教育体制が間に合わない。 

● 今施策によって生じる矛盾である！ 

会
社 

組
合 

さいたま車掌区（仮称）への異動について（平成 27年 3月に実施する理由） 

■防災対策として講じていること 

■避難ルートが未整備（橋梁は老朽化しており、地震に耐えられるのか） 

■政令により指定された石油コンビナート等特別防災区域（全国で 33カ所）である 

■建築基準法を遵守するだけでなく、津波やコンビナート火災等から命を守ることを最優先の対策をするべき 

会
社
の
考
え 

・女性設備の改善や庁舎を改善するこの機会を捉まえて女性の配置をしていく 

・この施策を通じて、女性の配置拡大が可能となる 

■施策の目的にある女性の異動について 

前回交渉の課題 

■新庁舎建設に向けて不備を指摘 

前回交渉の課題 


